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重
点
要
望
は
、
１２
月
３
日
に
開

か
れ
た
国
会
対
策
委
員
会
で
取
り

ま
と
め
た
も
の
�
２
面
掲
載
。
地

方
交
付
税
の
大
幅
な
削
減
、
社
会

保
障
費
の
増
嵩
等
の
影
響
を
受

け
、
未
曾
有
の
財
政
危
機
に
直
面

し
て
い
る
地
方
財
政
の
現
状
を
打

開
す
る
た
め
、
明
年
度
政
府
予
算

を
編
成
す
る
に
当
た
り
地
方
に
配

慮
す
べ
き
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
。

取
り
ま
と
め
た
要
望
項
目
の
実

現
を
図
る
た
め
、
国
会
対
策
委
員

会
と
地
方
財
政
委
員
会
正
副
委
員

長
は
合
同
で
実
行
運
動
班
を
編

制
。
１２
月
４
日
と

５
日
に
、
額
賀
�

志
郎
・
財
務
大
臣

や
谷
垣
禎
一
・
自

民
党
政
調
会
長
ら

政
府
・
与
党
関
係

者
と
面
談
し
、
地

方
税
を
は
じ
め
と

す
る
一
般
財
源
の

充
実
確
保
等
に
つ

い
て
配
慮
を
求
め
た
�
面
談
要
望

先
は
左
掲
。

な
お
政
府
は
１２
月
４
日
、
経
済

財
政
諮
問
会
議
（
議
長
�
福
田
康

夫
首
相
）
が
ま
と
め
た
「
平
成
２０

年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
」
を

閣
議
決
定
。
こ
の
中
で
地
方
財
政

に
つ
い
て
は
「
国
庫
補
助
負
担

金
、
地
方
交
付
税
、
税
源
移
譲
を

含
め
た
税
源
配
分
の
見
直
し
の
一

体
的
な
改
革
に
向
け
地
方
債
を
含

め
検
討
す
る
」と
さ
れ
た
。同
方

針
を
踏
ま
え
財
務
省
は
今
後
、
予

算
編
成
作
業
を
本
格
化
さ
せ
る
。

実
行
運
動
を
行
っ
た
メ
ン
バ
ー

は
次
の
と
お
り
。

【
国
会
対
策
委
員
会
】

▽
委
員
長＝

鏑
木
茂
哉（
川
崎

市
）▽
副
委
員
長＝

奥
谷
進（
青
森

市
）▽
星
秀
雄（
江
別
市
）▽
藤
原

良
範（
能
代
市
）▽
松
田
信
子（
大

野
市
）▽
青
木
克
喜（
大
和
市
）▽

平
野
晋
一（
行
方
市
）▽
村
田
一

郎（
船
橋
市
）▽
松
本
定（
高
石

市
）▽
内
海
貴
夫（
京
都
市
）
▽

加
藤
弘
道（
福
知
山
市
）▽
西
本
和

明（
御
坊
市
）▽
西
川
健
三（
大
竹

市
）▽
井
口
嘉
生（
大
川
市
）

【
地
方
財
政
委
員
会
】

▽
委
員
長＝

高
橋
芳
治（
南
丹

市
）▽
副
委
員
長＝

玉
手
安
博（
角

田
市
）▽
同＝

田
口
桂
一
郎（
浅
口

市
）

本
会
の
国
会
対
策
委
員
会
（
委
員
長
�
鏑
木
茂
哉
・
川
崎
市
議
会
議

長
）
と
地
方
財
政
委
員
会
正
副
委
員
長
（
委
員
長
�
高
橋
芳
治
・
南
丹

市
議
会
議
長
）
は
１２
月
４
日
と
５
日
に
合
同
で
、
平
成
２０
年
度
地
方
税

財
政
に
関
す
る
実
行
運
動
を
精
力
的
に
展
開
。
重
点
要
望
と
し
て
地
方

税
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
財
源
の
充
実
確
保
な
ど
を
求
め
、
政
府
・
与

党
関
係
者
に
面
談
、
要
望
し
た
。

面面
談談
要要
望望
先先

【
政
府
】

▽
額
賀
�
志
郎
・
財
務
大
臣
▽
森

山
�
・
財
務
副
大
臣
▽
小
泉
昭
男

・
財
務
大
臣
政
務
官
▽
甘
利
明
・

経
済
産
業
大
臣
▽
二
之
湯
智
・
総

務
大
臣
政
務
官

【
自
由
民
主
党
】

▽
谷
垣
禎
一
・
政
務
調
査
会
長
▽

二
階
俊
博
・
総
務
会
長
▽
尾
辻
秀

久
・
参
議
院
議
員
会
長
▽
山
崎
正

昭
・
参
議
院
幹
事
長
▽
津
島
雄
二

・
税
制
調
査
会
長
▽
大
野
功
統
・

税
制
調
査
会
副
会
長
▽
中
山
成
彬

・
税
制
調
査
会
副
会
長
▽
尾
身
幸

次
・
税
制
調
査
会
副
会
長
▽
増
原

義
剛
・
税
制
調
査
会
幹
事

【
公
明
党
】

▽
斉
藤
鉄
夫
・
政
務
調
査
会
長
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一
般
財
源
の
充
実
確
保
求
め

国国
対対
・・
地地
財財
委委
がが
実実
行行
運運
動動

額賀財務相（左）と面談する実行運動班

大竹 邦実

谷
垣
政
調
会
長（
写
真
上
）、津
島
税
調
会
長（
中
）、二
之
湯
総
務
政
務
官（
下
）と
の
面
談
の
も
よ
う

（１） 平成１９年１２月１５日 第１６７３号
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建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

建
設
運
輸
委
員
会
は
１１
月
３０

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
欠
員
と
な
っ
て
い

た
委
員
長
に
佐
藤
栄
一
・
妙
高
市

議
会
議
長
を
選
任
し
た
の
ち
、

「
道
路
特
定
財
源
の
確
保
を
求
め

る
緊
急
要
望
」
「
平
成
２０
年
度
建

設
運
輸
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
」

を
決
定
し
た
。

緊
急
要
望
に
は
、
道
路
特
定
財

源
に
つ
い
て
、
▽
来
春
に
適
用
期

限
が
切
れ
る
暫
定
税
率
の
現
行
水

準
維
持
▽
地
方
へ
の
配
分
割
合
を

高
め
る
な
ど
地
方
に
お
け
る
道
路

特
定
財
源
の
充
実
―
―
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
。

２０
年
度
の
要
望
事
項
は
次
の
と

お
り
。
�
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
の
推
進
�
道
路
、
新
幹
線
鉄
道

の
整
備
促
進
な
ど
�
自
然
災
害
対

策
の
推
進
�
地
震
・
津
波
対
策
な

ど
�
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
�
中

心
市
街
地
活
性
化
の
推
進
な
ど
�

観
光
立
国
の
推
進
�
「
一
地
域
一

観
光
」
の
推
進
な
ど
。

会
議
終
了
後
、
佐
藤
委
員
長
、

船
曵
順
市
副
委
員
長
（
宍
粟
市
議

会
議
長
）
、
寺
澤
優
國
副
委
員
長

（
松
浦
市
議
会
議
長
）
、
山
川
豊

委
員
（
あ
わ
ら
市
議
会
議
長
）
、

銚
子
市
の
岩
井
文
男
議
長
は
、
自

民
党
の
山
崎
正
昭
・
参
議
院
幹
事

長
、
林
幹
雄
・
筆
頭
副
幹
事
長
に

面
談
、
要
望
し
た
。

当
日
は
、
内
閣
府
の
上
杉
耕
二

・
災
害
応
急
対
策
担
当
参
事
官
が

「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
対
す
る

政
府
の
対
応
」
、
国
土
交
通
省
総

合
政
策
局
の
武
田
一
寧
・
観
光
地

域
振
興
課
長
補
佐
が
「
観
光
立
国

推
進
政
策
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
説
明
し
た
。

地地
方方
財財
政政
委委
員員
会会

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長
�

高
橋
芳
治
・
南
丹
市
議
会
議
長
）

は
１１
月
３０
日
、
東
京
・
全
国
都
市

会
館
で
委
員
会
を
開
き
、
平
成
２０

年
度
地
方
税
財
政
対
策
に
つ
い
て

の
要
望
を
決
定
し
た
。

要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
。

�
地
方
交
付
税
の
増
額
と
機
能
の

強
化
�
地
方
交
付
税
の
増
額
、
財

源
保
障
機
能
及
び
財
政
調
整
機
能

の
強
化
な
ど
�
都
市
税
源
等
の
充

実
強
化
�
偏
在
性
の
少
な
い
税
体

系
の
構
築
、
都
市
税
源
の
充
実
強

化
、
地
方
道
路
目
的
財
源
の
充
実

強
化
な
ど
�
地
方
債
資
金
の
所
要

額
の
確
保
等
�
地
方
債
資
金
の
所

要
額
の
確
保
、
公
債
費
負
担
対
策

の
拡
充
な
ど
�
地
方
公
営
企
業
の

経
営
健
全
化
等
�
公
営
企
業
繰
出

金
の
所
要
額
確
保
等
、
地
方
公
営

企
業
に
対
す
る
財
政
措
置
の
充
実

強
化
�
国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理

合
理
化
�
国
庫
補
助
負
担
金
の
削

減
な
ど
。

こ
れ
ら
要
望
の
実
現
に
向
け
、

高
橋
委
員
長
、
玉
手
安
博
副
委
員

長
（
角
田
市
議
会
議
長
）
、
田
口

桂
一
郎
副
委
員
長
（
浅
口
市
議
会

議
長
）
は
、
１２
月
４
日
と
５
日
に

行
わ
れ
た
国
会
対
策
委
員
会
と
合

同
の
地
方
税
財
政
に
関
す
る
実
行

運
動
に
参
加
し
た
�
１
面
掲
載
。

委
員
会
当
日
は
、
総
務
省
自
治

財
政
局
の
佐
藤
文
俊
・
財
政
課
長

が
「
平
成
２０
年
度
地
方
財
政
の
課

題
」
、
同
省
自
治
税
務
局
の
境
勉

・
企
画
課
企
画
官
が
「
平
成
２０
年

度
地
方
税
制
の
課
題
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

前
号
に
引
き
続
き
、
本
会
の
地
方
財
政
・
建
設
運
輸
・
国
会
対
策

の
３
委
員
会
の
会
議
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

国国
会会
対対
策策
委委
員員
会会

国
会
対
策
委
員
会
（
委
員
長
�

鏑
木
茂
哉
・
川
崎
市
議
会
議
長
）

は
１２
月
３
日
、
東
京
・
日
本
都
市

セ
ン
タ
ー
会
館
で
委
員
会
を
開

き
、
「
平
成
２０
年
度
政
府
予
算
並

び
に
施
策
に
関
す
る
要
望
」
「
平

成
２０
年
度
地
方
税
財
政
対
策
に
関

す
る
重
点
要
望
」
を
決
定
し
た
。

予
算
並
び
に
施
策
に
関
す
る
要

望
に
は
▽
基
地
対
策
関
係
予
算
の

確
保
等
▽
地
域
医
療
保
健
施
策
の

充
実
▽
自
然
災
害
対
策
の
推
進
―

―
な
ど
本
会
の
各
委
員
会
か
ら
要

請
さ
れ
た
事
項
や
、
１１
月
９
日
の

評
議
員
会
で
可
決
さ
れ
た
決
議
等

を
含
む
合
計
３６
項
目
を
掲
げ
た
。

重
点
要
望
に
は
�
地
方
交
付
税

の
増
額
�
財
源
保
障
機
能
及
び
財

政
調
整
機
能
の
強
化
�
消
費
税
等

の
税
源
移
譲
な
ど
に
よ
る
偏
在
性

の
少
な
い
税
体
系
の
構
築
�
地
方

道
路
目
的
財
源
の
充
実
強
化
―
―

の
４
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
。

会
議
終
了
後
、
鏑
木
委
員
長
、

奥
谷
進
副
委
員
長
（
青
森
市
議
会

議
長
）
、
内
海
貴
夫
委
員
（
京
都

市
議
会
議
長
）
は
自
民
党
の
伊
吹

文
明
・
幹
事
長
に
面
談
、
要
望
し

た
。当

日
は
、
総
務
省
自
治
税
務
局

の
境
勉
・
企
画
課
企
画
官
が
「
地

方
税
制
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

な
お
、
同
委
員
会
は
１２
月
４
日

と
５
日
、
地
方
税
財
政
に
関
す
る

実
行
運
動
を
行
っ
た
�
１
面
掲

載
。

予予
算算
編編
成成
にに
向向
けけ
要要
望望

本
会
委
員
会
開
く

あ
い
さ
つ
す
る
高
橋
地
財
委
員
長

伊吹幹事長（右から２人目）に要望

山崎参議院幹事長（中央）に要望

林筆頭副幹事長（中央）に要望

佐藤栄一・建設運輸
委員長（妙高市議長）

第１６７３号 平成１９年１２月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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行

事

予

定

本
会
は
じ
め
地
方
六
団
体
や
国

民
健
康
保
険
中
央
会
な
ど
関
係
９

団
体
は
１１
月
２９
日
、東
京
・
明
治

神
宮
会
館
で
「
国
保
制
度
改
善
強

化
全
国
大
会
」
を
開
催
し
た
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、

高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
医
療
費
の

増
大
等
に
よ
り
、
市
町
村
で
一
般

会
計
か
ら
国
保
特
別
会
計
へ
多
額

の
繰
り
入
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
大
会
で
は
、
当
面
す
る

諸
問
題
の
改
善
の
た
め
、
▽
医
療

保
険
制
度
一
本
化
の
実
現
▽
国
保

財
政
基
盤
強
化
策
の
拡
充
強
化
▽

診
療
報
酬
体
系
の
合
理
化
の
推
進

▽
後
期
高
齢
者
の
特
性
に
配
慮
し

た
報
酬
体
系
の
確
立
―
―
な
ど
を

求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。

大
会
に
は
全
国
か
ら
関
係
者
約

１
５
０
０
人
が
参
加
。
本
会
を
代

表
し
て
出
席
し
た
野
村
栄
・
社
会

文
教
委
員
長（
阿
南
市
議
会
議

長
）は
議
長
団
に
選
出
さ
れ
る
と

と
も
に
、
閉
会
式
で
は
あ
い
さ
つ

を
述
べ
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
秋
山
正
・
倉
敷
市

議
会
議
長
）
は
１２
月
４
日
、
道
路

特
定
財
源
の
確
保
を
求
め
る
緊
急

要
望
を
実
施
し
た
。

現
在
、
政
府
で
審
議
さ
れ
て
い

る
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
の
中

で
、
来
春
に
適
用
期
限
が
切
れ
る

暫
定
税
率
の
動
向
が
焦
点
と
な
っ

て
い
る
。
併
せ
て
、
揮
発
油
税
の

一
部
を
地
方
に
配
分
す
る
地
方
道

路
整
備
臨
時
交
付
金
の
補
助
率
引

き
上
げ
や
、
同
交
付
金
の
地
方
へ

の
配
分
率
の
引
き
上
げ
な
ど
も
議

論
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
同
協
議
会
で
は
▽
暫

定
税
率
の
現
行
水
準
維
持
▽
道
路

特
定
財
源
の
地
方
へ
の
配
分
割
合

引
き
上
げ
―
―
な
ど
を
求
め
、
秋

山
会
長
と
理
事
の
中
村
孝
純
・
三

郷
市
議
会
議
長
に
よ
る
実
行
運
動

を
展
開
。
江
田
五
月
・
参
議
院
議

長
、
伊
達
忠
一
・
自
民
党
国
土
交

通
副
部
会
長
・
参
議
院
副
幹
事

長
、
大
江
康
弘
・
参
議
院
国
土
交

通
委
員
会
理
事
・
民
主
党
道
路
特

定
財
源
に
関
す
る
小
委
員
会
座

長
、
後
藤
斎
・
衆
議
院
国
土
交
通

委
員
会
理
事
に
面
談
、要
望
し
た
。

な
お
、
政
府
・
与
党
は
１２
月
７

日
、
▽
２０
年
度
以
降
１０
年
間
の
暫

定
税
率
の
現
行
水
準
維
持
▽
地
方

道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の
制
度
改

善
―
―
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
道

路
特
定
財
源
の
見
直
し
」
を
合

意
。
こ
れ
に
基
づ
き
年
内
に
「
中

期
計
画
」
を
策
定
し
、
関
連
法
案

を
次
期
通
常
国
会
に
提
出
す
る
。

全全国国市市議議会会事事務務局局職職員員研研修修会会
１月２４・２５日 東京・砂防会館で開催

全国市議会議長会は、「第５５回全国市議会事務局職員研
修会」を平成２０年１月２４・２５日の両日、東京・砂防会館１
階「利根」にて下記のとおり開催いたします。
研修会では、地方分権改革、議会運営等の講演が行われ
ます。
開催案内は、１１月２９日付けで、各市議会事務局へ送付し
ております。２０年１月１１日までに「出欠報告書」の返送を
お願いいたします。

記
【１日目】 １月２４日（木）
１３：３０ 開会あいさつ

全国市議会議長会事務総長 大竹邦実
１３：３５ 講演１「地方分権改革の動向について」

総務省自治行政局行政課長 幸田雅治 氏
１５：２０ 講演２「議会事務局職員として」

旭川市議会事務局長 森下 元 氏

【２日目】 １月２５日（金）
１０：００ 講演１「議会にかかる判例の動向について」

弁護士 橋本 勇 氏
１１：３０ 昼食休憩
１２：３０ 講演２「委員会運営の現状と課題」

衆議院事務局委員部調査課 大町 寛 氏
１４：００ 閉会

※なお、参加費は無料となっております。

▽
１２
月
１７
日

全
国
自
治
体
病
院

経
営
都
市
議
会
協
議
会
�
役
員

実
行
運
動
（
午
後
１
時
、
全
国

都
市
会
館
）

▽
１
月
２２
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
（
午
後
３
時

半
、
全
国
町
村
会
館
）

▽
１
月
２４
日

建
設
運
輸
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
後
３

時
、
妙
高
市
）

▽
１
月
２５
日

地
方
行
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１０

時
、
安
芸
高
田
市
）

国保制度の改善を
全国大会開き決議

暫
定
税
率
の
現
行
維
持
を

高
速
協
が
緊
急
要
望

あいさつする野村社会文教
委員長（阿南市議会議長）

江田参議院議長（右）に要望

伊達国土交通副部会長（左）に要望

（３） 平成１９年１２月１５日 第１６７３号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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電
話
番
号
等
変
更

飯
田
市
議
会
で
は
平
成
１８
年
の

第
３
回
定
例
会
最
終
日
（
９
月
２１

日
）
、
「
飯
田
市
自
治
基
本
条
例
」

を
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例

は
、
議
会
提
案
に
よ
り
検
討
を
進

め
、
１９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
も
の
で
す
。
制
定
に
至
る
ま

で
の
本
市
議
会
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

��
議議
会会
在在
りり
方方
研研
究究
会会
のの
設設
置置

地
方
分
権
へ
の
大
き
な
潮
流
の

な
か
、
本
市
議
会
で
は
１４
年
度
に

「
議
会
在
り
方
研
究
会
」
を
設
置

し
、
議
会
の
機
能
に
対
す
る
検
討

に
着
手
し
ま
し
た
。
検
討
の
過
程

で
、
従
来
の
消
極
的
な
監
視
・
チ

ェ
ッ
ク
機
能
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
政
策
提
言
機
能
・
立
法
機
関
と

し
て
の
機
能
」
の
充
実
の
必
要
性

が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
た
め
、

「
政
策
提
言
機
能
の
充
実
」
を
議

会
改
革
の
方
針
に
掲
げ
ま
し
た
。

��
議議
会会
議議
案案
検検
討討
委委
員員
会会
のの
設設
置置

改
革
の
一
環
と
し
て
１５
年
度
、

「
議
会
議
案
検
討
委
員
会
」
を
設

置
。
委
員
会
の
活
動
の
方
向
性
を

定
め
る
た
め
、
飯
田
市
の
自
治
の

沿
革
と
現
状
に
つ
い
て
検
証
を
開

始
し
ま
し
た
。
検
証
を
深
め
る
に

つ
れ
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

大
切
に
育
ん
で
き
た
当
市
の
姿
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。「
地
域
の

自
治
を
涵
養
す
る
た
め
の
基
本
ル

ー
ル
」
構
築
の
必
要
性
が
認
識
さ

れ
た
た
め
、
自
治
基
本
条
例
の
制

定
へ
と
歩
み
出
し
ま
し
た
。

��
市市
民民
会会
議議
のの
設設
置置

さ
ら
に
検
討
委
員
会
は
「
自
治

基
本
条
例
の
制
定
は
、
自
治
の
担

い
手
で
あ
る
市
民
・
議
会
・
行
政

が
共
に
進
め
る
」
こ
と
が
大
切
と

判
断
。
１６
年
１
月
に「
市
民
会
議
」

の
設
置
を
議
長
に
提
言
し
、
１６
年

５
月
に
は
全
国
初
と
な
る
公
募
市

民
を
中
心
と
し
た
「
わ
が
ま
ち
の

『
憲
法
』
を
考
え
る
市
民
会
議
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
市
民
会
議

は
、
中
間
報
告
書
及
び
最
終
答
申

書
を
１６
年
末
に
ま
と
め
、
活
動
を

完
遂
し
て
い
ま
す
。

��
議議
員員
のの
改改
選選
なな
どど

１７
年
４
月
、
任
期
満
了
に

伴
う
市
議
会
議
員
の
改
選
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
直
前

の
議
会
で
、
「
市
民
会
議
の

活
動
及
び
成
果
を
次
期
に
引

き
継
ぐ
」
こ
と
と
し
て
い
た

た
め
、
改
選
後
の
検
討
も
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
年
に
検
討
委
員
会

を
「
自
治
基
本
条
例
特
別
委

員
会
」
に
昇
格
さ
せ
、
条
文

素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

��
地地
区区
説説
明明
会会
のの
実実
施施

１７
年
か
ら
１８
年
に
か
け
、
条
文

素
案
に
対
す
る
市
民
の
生
の
声
に

触
れ
る
た
め
、
２
度
の
地
区
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
１
回
説

明
会
（
１７
年
１０
月
）
で
は
約
１
８

０
０
人
、
第
２
回
説
明
会
（
１８
年

２
月
）
で
は
約
１
４
０
０
人
の
市

民
が
集
い
ま
し
た
。
特
に
第
２
回

説
明
会
で
は
、
全
議
員
を
２
班
に

分
け
市
内
２０
地
区
に
出
向
き
▽
受

付
▽
市
民
説
明
▽
質
問
へ
の
答
弁

―
―
ま
で
、全
て
を
議
員
で
対
応
。

議
会
で
は
質
問
す
る
側
の
議
員

が
、
質
疑
を
受
け
答
弁
す
る
貴
重

な
体
験
を
得
て
い
ま
す
。

��
パパ
ブブ
リリ
ッッ
クク
ココ
メメ
ンン
トト
及及
びび

シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム
のの
実実
施施

地
区
説
明
会
で
得
ら
れ
た
意
見

を
条
文
素
案
に
反
映
さ
せ
た
「
条

文
原
案
」
を
作
成
し
、
原
案
に
対

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
１８

年
６
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
７
月

に
は
「
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
き
、
４
０
０
人
の
市
民
と
と
も

に
討
議
を
重
ね
、
意
見
集
約
を
精

力
的
に
行
い
ま
し
た
。

��
いい
よよ
いい
よよ
採採
決決
へへ

自
治
基
本
条
例
へ
の
意
識
が
高

ま
る
な
か
、
１８
年
第
３
回
定
例
会

に
議
会
議
案
と
し
て
提
案
。
会
期

最
終
日
、
全
会
一
致
に
よ
り
本
会

議
で
即
決
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
に

当
た
り
「
賛
成
討
論
を
行
う
べ

き
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
反
対

討
論
の
生
ず
る
余
地
が
な
く
、
賛

成
は
全
議
員
自
明
の
理
で
あ
っ
た

た
め
取
り
や
め
ま
し
た
。
全
議
員

一
致
の
も
と
で
条
文
を
策
定
し
て

き
た
経
緯
か
ら
、
そ
れ
は
至
極
当

然
の
成
り
行
き
で
し
た
。

��
むむ
すす
びび
とと
しし
てて

取
り
組
み
を
通
じ
、
市
民
と
議

会
と
の
意
識
の
乖
離
を
防
ぐ
よ
う

努
め
た
結
果
、
多
く
の
民
意
を
反

映
で
き
た
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い

事
実
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
条
例

の
制
定
過
程
に
お
い
て
議
会
が
中

心
と
な
り
、
多
く
の
市
民
の
参
加

を
得
て
時
間
を
か
け
意
見
を
集
約

し
て
き
ま
し
た
。

立
法
府
で
あ
る
議
会
の
責
務
と

言
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
ま
で
で

す
が
、
多
く
の
議
会
が
自
治
基
本

条
例
を
制
定
す
る
の
に
苦
労
さ
れ

る
な
か
、
基
礎
的
自
治
体
の
議
会

と
し
て
、
分
権
時
代
に
相
応
し
い

取
り
組
み
が
で
き
た
も
の
と
我
々

は
総
括
し
て
い
ま
す
。

（
文
・
写
真
は
議
会
事
務
局
提
供
）

▼
議
長

▽
山
陽
小
野
田川

村
博
通（
１０
・
２９
）

▽
む
つ

村
中
徹
也
（
１０
・
３０
）

▽
湖
南

石
原
善
春
（
１０
・
３１
）

▽
村
山

茨
木
久
彌
（
１１
・
１
）

▽
志
摩

小
森

仁
（
１１
・
１
）

▽
朝
来

坪
内
一
由
（
１１
・
１
）

▽
米
原

中
野
卓
治
（
１１
・
２
）

▽
倉
吉

段
塚
廣
文
（
１１
・
２
）

▽
南
国

西
山
八
郎
（
１１
・
５
）

▽
平
戸

川
上
茂
次
（
１１
・
６
）

▽
鶴
岡

神
尾

幸
（
１１
・
７
）

▼
副
議
長

▽
山
陽
小
野
田

佐
井
木
勝
治（
１０
・
２９
）

▽
む
つ

中
村
正
志
（
１０
・
３０
）

▽
安
曇
野

松
尾

宏
（
１０
・
３０
）

▽
湖
南

鈴
木
美
智
枝
（
１０
・
３１
）

▽
村
山

柴
田
好
美
（
１１
・
１
）

▽
志
摩

森

昶
（
１１
・
１
）

▽
朝
来

安
福
英
則
（
１１
・
１
）

▽
米
原

宮
川
忠
雄
（
１１
・
２
）

▽
倉
吉

坂
井

徹
（
１１
・
２
）

▽
横
手

高
安
進
一
（
１１
・
５
）

▽
五
泉

川
瀬
圭
介
（
１１
・
５
）

▽
南
国

浜
田
幸
男
（
１１
・
５
）

▽
平
戸

吉
福
弘
実
（
１１
・
６
）

▽
鶴
岡

齋
藤

久
（
１１
・
７
）

▽
能
美

米
田
敏
勝
（
１１
・
７
）

▽
菊
池
市
（
熊
本
県
）

FAX
０
９
６
８
（
２
５
）
２
３
３
３

（
議
会
事
務
局
直
通
）

※
電
話
番
号
は
変
更
な
し

議

会

人

事

議 会
ニ ュ ー ス

議
会
提
案
で

自
治
基
本
条
例
を
制
定

飯
田
市
議
会（
長
野
県
）

市民シンポジウムのもよう（１８年７月開催）
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